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平成２０年度研究活動状況 

 

Ⅰ．スポーツ頭部外傷発生状況とセカンドインパクト症候群の実態調査 

 

日本神経外傷学会スポーツ頭部外傷委員会と共同でスポーツ頭部外傷発生状況と 

セカンドインパクト症候群の実態調査を約１５００施設に実施中である。 

セカンドインパクト症候群とは「最初の頭部への衝撃で脳振盪を起こし、その後 

 短期間に 2度目の衝撃が加わることによって取り返しのつかない重篤な症状を 

引き起こす症候群」であり、重症化しやすく死亡例も報告されているが、実態が 

まだ十分把握されておらず、調査中です。 

重症スポーツ頭部外傷のデータベース化は引き続き検討中である。 

 

Ⅱ．スポーツ脳振盪の動向 

２００８年１１月に Zurich で 

Consensus Statement on Concussion in Sport - the 3rd International  

Conference on Concussion in Sport が開催された。 

その会議の内容は「脳振盪の定義には大きな変更はなく、分類は前回までは、 

単純型と複雑型とされていたが、これを撤廃することとした。 

 重症度評価は前回から提案された SCAT card が改変された。 

このなかで注目すべきは、現場での評価にも平衡感覚テストが取り入れられた 

ことである。さらに現場に即した、より短時間で施行できる poket SCAT card が 

作られた。 脳振盪を起こした選手の現場への復帰に関しては、従来と同様の 

段階的復帰が推奨された。 

 これら、脳振盪の評価、管理、復帰に関して、特に小児においてはより慎重な 

対応が 望まれることが強調されている」（谷諭記）。 

  

   



国内の最近の論文紹介 

 

 Ⅲ．委員の学会活動など 

１．荻野雅宏, 金彪：スポーツによる頭部外傷. Neurological Surgery 36: 

949-959, 2008 

      ２． 荻野雅宏：第 3回国際スポーツ脳振盪会議. Neurological Surgery 37:  

810,2009 

３．杉本信吾、鷲見靖彦：スノーボードによる頭部外傷、頭部の打撲回数と 

重症度について。第 32 回 日本神経外傷学会．下関、2009.4.17-18 

   ４．杉本信吾、鷲見靖彦：スノーボードによる頭部外傷 頭部の打撲回数と 

重症度に関連はあるのか？ 

第 68 回日本脳神経外科学会総会．東京、2009.10.14-16 

   ５．谷 諭、川又達朗、荻野雅宏、成相直、福田修、森照明：スポーツにおける頭部外傷 

（頻度、分類、特殊性など）臨床スポーツ医学 25:309-312、2008 

６．谷 諭：各スポーツでの頭部外傷の現状と対策。サッカー。 

臨床スポーツ医学 25：369-373,2008 

   ７．谷 諭：頭部外傷・脳振盪。臨床スポーツ医学 25:38-42, 2008 

８．中山晴雄：国内のトップレベル大学アメリカンフットボールチームにおける 

脳震盪の実際。第 32 回日本神経外傷学会総会 下関、2009. 

   ９．中山晴雄：競技レベルの異なるアメリカンフットボールチームにおける 

脳震盪の相違 第 68 回日本脳神経外科学会学術総会 東京、2009 

 



   １０．福田 修：スノーボード頭部外傷の初心者と中・上級者における臨床像の相違 

－過去９シーズン 2366 例の検討- スノーボード、スキー頭部外傷による死亡例 

の検討。第３２回日本神経外傷学会 下関、2009. 牧野賞受賞 

   １１．宮本淳一、森照明、峯浦一喜：卓球運動における脳賦活部位。 

      日本臨床スポーツ医学会誌１７：２４－２９．２００９ 


